





































































































































































































































































1 ）本稿で、扱っている戦後初期は、 「試案」期における 『学習指導要領.I（国語科編、 1947（昭和22)
年.1951 （昭和26）年度作成） に基づいて作成された 「国語科」教科書が使用されていた時期に限
定している。
2）連合軍総最高司令官総司令部（GenenalHeadquartres/Supreme Commander for the Allied 








5）佐藤泉「ポスト・パノプテイコン時代の国語教育J『現代思想J青士社、 2003年4月、 p167 
6) 「第一章 国語科の検定基準 第二節 中学校国語科 （文学）の検定基準」 『教科用図書検定基
準J文部省、 1952年10月30日告示
7) 「I新しい生活」 『中等国語 （改訂版） 一 （上）』三省堂、 1951年・ 1952～1958年（検定年度 ・使
用年度、以下同じ）、p37～38
8) 「w考える楽しさJr中等国語（改訂版） 二（下）.I三省堂、 1951年・ 1952～1958年、 p183 
9）ジョン ・ダワー 『敗北を抱きしめて上J岩波書店、2004年1月、 p212 
10）小熊英二 「第8章 国民的歴史学運動」 『＜民主＞と＜愛国＞戦後日本のナショナリズムと公共性J











16) 「五 外国の文学とわたしたち」『中等新国語総合編三 （上）.I光村図書、1954年 ・1955年、 p
96 
17）佐藤泉 『国語科教科書の戦後史』勤草書房、 2006年5月、 p38～39
18）小森陽 －『ホストコロニアルJ岩波書店、 2001年4月、 P124～125 
19）注17）に同じ、 p49
20）竹内好 「国民文学の問題点」 『改造』、1952年8月、 p218 
21）伊豆利彦 「文学教育の任務と方法」 『文学』、1952年3月、p209
22）飛田多喜雄 「文学教育の問題点Jr実践国語J、1955年4月、 p22
23) f中学国語三 （下）j学校図書、1952年・ 1953～1954年、 p149 
24) 『中等新国語綜合編二 （上）.I光村図書、1954年 ・1955年、 p15 
-249-
25）荒木繁 「古典文字！の課題一『民肱教育としての古典文学Jの同検討一」 『日本文字J、1968il：二12))












2005年検定 ・2006年発行の教科書には、 「原爆被爆国」という被害の記憶による 「戦争体験エッセ
イJ（野坂昭如 「僕の防空壕」）に替えられているなど、現在の教科書が力LI害の歴史は触れなくなっ
てきていることがわかる。
＊討議要旨
棚町知弥氏は、昭和22年の学習指導要領を最初に引用しているが、 当時の文部省に独自のものをfl
るだけの力はなかったはずで、ある。戦後初期の中学校教育を考えるならば、 GHQが介入していた状況
や、 墨塗り教科書が用いられていた事実を踏まえながら論じるべきではないか、と意見を提示し、そ
れに対し発表者は、タイトルの 「戦後初期」とは 「戦後検定初期」を指している。学習指導要領は附
和22年と26年に出されているが、 今回取り上げた教科書は昭和51年 ・52年に検定されたものであり、
CIAの支配下にはない状態のものである。墨塗り教科書や暫定的に用いられたパンフレット型教科書に
ついては、すでに修士論文で考察消みであり、 今回はそれも念頭において発表した、と回答した。
江口季好氏は、終戦直後に用いられた暫定的な教科書の類は、現在どこで閲覧することが1［能なの
か、と質問し、発表者は目黒区の国立教育政策研究所の図書館にほぼすべての国語教科書が揃ってい
る、と答えた。
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